
第
１
２
１
回
拡
大
地
方
委
員
会
が
２

月
28
日
13
時
か
ら
、
地
本
事
務
所
で
開

催
さ
れ
、
春
闘
の
取
り
組
み
を
は
じ
め

当
面
す
る
闘
争
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。委

員
・
傍
聴
な
ど
全
体
で
11
名
か
ら

発
言
あ
り
ま
し
た
。
職
場
の
労
働
条
件

や
問
題
点
・
組
織
拡
大
・
と
き
め
き
鉄

道
開
業
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
の
状

況
や
問
題
点
が
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

東
日
本
本
部
か
ら
宮
崎
副
委
員
長
・

武
笠
執
行
委
員
が
出
席
し
宮
崎
副
委
員

長
か
ら
、
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

藤
井
副
委
員
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
そ
の
後
、
直
江
津
地
域
分
会
の

酒
井
委
員
が
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
あ
い
さ
つ

酒
井
委
員

酒
井
委
員
は
「
７
名
の
出
向
発
令
が

３
月
14
日
付
で
あ
り
、
と
き
め
き
鉄
道

へ
出
向
と
な
る
。
家
庭
の
状
況
な
ど
で

出
向
を
希
望
し
た
。
し
か
し
JR
本
体
に

い
た
か
っ
た
。
出
向
後
、
職
場
で
問
題

が
発
生
す
る
と
思
う
の
で
団
交
な
ど
で

要
求
の
改
善
を
求
め
、
少
し
で
も
良
い

会
社
に
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
上
石
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
・

東
日
本
本
部
・
宮
崎
副
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
方
針
提
起
、
全
体
の
質

疑
・
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

概
ね
、
15
時
30
分
終
了
し
、
そ
の
後

は
全
体
で
懇
親
会
を
開
催
し
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。

●
現
在
、
長
岡
車
輌
セ
ン
タ
ー
へ
出
向

し
て
い
る
。
３
月
１
日
か
ら
、
JR
貨
物

会
社
は
手
当
廃
止
を
実
施
す
る
。
年
末

年
始
の
手
当
も
同
様
に
廃
止
に
な
る
の

か
？
ダ
イ
改
か
ら
青
年
18
キ
ッ
プ
が
利

用
で
き
な
く
な
る
の
か
？

●
現
在
、
Ｎ
Ｔ
Ｓ
に
出
向
し
て
い
る
。

年
間
休
日
が
JR
よ
り
９
日
間
少
な
い
の

で
年
休
の
消
化
が
早
い
。
Ｎ
Ｔ
Ｓ
に
入

社
し
て
１
年
未
満
の
社
員
は
、
忌
引
き

制
度
が
無
い
。
改
善
さ
せ
て
い
く
べ
き

だ
。
Ｎ
Ｔ
Ｓ
の
社
員
は
忌
引
き
が
５
日

間
だ
が
入
社
し
た
ば
か
り
な
の
で
、
そ

の
制
度
が
適
応
さ
れ
な
い
。

●
１
月
、
２
月
は
電
車
を
運
転
し
て
い

る
。
気
動
車
の
故
障
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
米
坂
線
の
な
だ
れ
、
北
五
泉
で
も

車
と
ぶ
つ
か
っ
て
故
障
、
走
行
中
に
ド

ア
が
開
い
た
り
し
て
い
る
。
運
用
車
輌

の
両
数
に
余
裕
が
無
く
休
み
無
し
で
運

用
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
そ
う
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
故
障
車
輌
の
修
繕

が
遅
い
、
部
品
が
無
い
。
そ
の
こ
と
で

利
用
者
、
乗
務
員
に
し
わ
よ
せ
が
あ
る
。

乗
務
員
の
被
服
～
ア
ノ
ラ
ッ
ク
が
貸

与
さ
れ
て
い
る
が
、
他
に
ウ
イ
ン
ド
ー

ブ
レ
ー
カ
ー
な
ど
無
い
の
か
。
個
人
で

購
入
し
て
着
て
い
る
人
も
い
る
。
カ
バ

ン
も
同
様
だ
。
季
節
に
対
応
し
た
も
の

が
必
要
だ
。
被
服
の
改
善
を
求
め
て
い

く
こ
と
。
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自公政権・安倍内閣は暴走している。東日本大

震災で放射能汚染が続いている状況の中で、原発

再稼動を進めている。国会で、原発・集団的自衛

権・労働法制改悪など、国民から、かけ離れた政

策を進めようとしている。

大企業本位の政策になっている。安倍政権打倒

統一自治体選挙への取り組みを進めていこう。

労働法制改悪の問題で、前段で春闘学習会を開

催した。大変な法案になっている。

３・１４ダイ改で、北陸新幹線が開業しトキめ

き鉄道へ出向となる。トキめき鉄道においても国

労が運動を進め改善していくこと。職場での要求

改善に向けて取り組んでいく。そして国労の課題

は組織強化・拡大だ。委員会で組織拡大について

も発言していただいき、方針書に肉付けをしてい

ただきたい。



●
JR
貨
物
の
手
当
廃
止
に
つ
い
て
～
平
成

30
年
に
JR
貨
物
は
完
全
民
営
化
を
目
指
す

黒
字
化
へ
。
赤
字
の
原
因
は
、
設
備
関
係

レ
ー
ル
使
用
料
な
ど
構
造
的
矛
盾
が
あ
る
。

黒
字
化
を
目
指
す
た
め
に
２
年
間
の
新
採

者
の
採
用
凍
結
、
手
当
の
廃
止
。

２
０
１
０
年
か
ら
４
年
連
続
の
黒
字
に

な
っ
て
い
る
が
、
手
当
削
減
・
要
員
削
減
・

人
件
費
の
削
減
な
ど
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

手
当
の
廃
止
に
つ
い
て
、
提
案
内
容
が
バ

ラ
け
て
い
る
。
各
系
統
別
に
提
案
さ
れ
て

い
る
。
（
乗
務
員
の
旅
費
・
祝
日
手
当
な

ど
）

●
２
月
21
日
に
貨
物
の
定
期
委
員
会
を
開

催
し
春
闘
の
取
り
組
み
を
決
定
し
た
。
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
行
動
、
署
名
の
取
り
組
み
。

３
月
６
日
に
地
本
春
闘
総
決
起
集
会
の
開

催
、
３
月
９
日
に
国
労
中
央
行
動
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。
貨
物
の
問
題
を
解
決
し
て

い
く
た
め
、
客
・
貨
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
こ
う
。

●
国
労
中
央
委
員
会
の
内
容
に
つ
い
て
詳

細
に
国
鉄
新
聞
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
東

日
本
本
部
の
機
関
紙
は
、
拡
大
委
員
会
の

内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。
内
容
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

●
国
労
東
日
本
本
部
の
拡
大
委
員
会
で
委

員
長
の
あ
い
さ
つ
の
内
容
に
問
題
な
発
言

が
あ
っ
た
。
会
社
別
組
合
か
単
一
組
織
な

の
か
？
エ
リ
ア
本
部
の
委
員
長
あ
い
さ
つ

の
内
容
か
ら
ど
う
な
る
の
か
。
単
一
組
織

と
し
て
守
っ
て
い
く
こ
と
。

職
場
で
賃
金
未
払
い
が
あ
っ
た
。
再
発

防
止
策
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
。
労
災
情

報
が
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
新
津
車
輌
製

作
所
の
労
災
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
な

ぜ
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

●
国
労
ら
し
い
運
動
を
。
３
月
６
日
春
闘

総
決
起
集
会
を
開
催
す
る
が
会
場
変
更
と

な
っ
た
。
企
画
内
容
の
具
体
化
が
遅
れ
た
。

他
団
体
と
結
集
し
て
集
会
に
し
た
い
。
デ

モ
行
進
も
実
施
し
て
欲
し
い
。
支
部
の
執

行
委
員
会
で
議
論
す
る
こ
と
。

●
検
修
外
注
化
～
運
転
協
で
交
流
会
を
開

催
し
た
。
参
加
者
の
意
見
か
ら
、
出
向
先

会
社
と
の
団
交
・
委
託
か
ら
直
営
に
戻
す
・

労
基
署
へ
の
活
用
な
ど
取
り
組
む
こ
と
。

３
月
28
日
に
運
転
協
の
定
期
委
員
会
を
開

催
す
る
。

●
地
本
組
織
は
、
自
然
退
職
で
減
少
し
て

い
る
。
組
織
拡
大
を
取
り
組
ん
で
い
る
が

組
合
間
の
連
絡
が
取
り
き
れ
て
い
な
い
。

組
織
体
制
の
見
直
し
を
考
え
て
い
く
こ
と
。

拡
大
で
組
織
が
増
え
た
ら
、
そ
の
時
、
見

直
し
を
考
え
る
こ
と
。

●
冬
期
間
に
車
輌
の
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
。

ア
ク
リ
ル
板
の
使
用
を
検
討
し
て
い
る
。

全
面
ガ
ラ
ス
用
を
作
成
し
て
欲
し
い
。

●
組
織
拡
大
～
４
月
に
地
本
組
対
会
議
の

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
も
う
少
し

中
味
を
具
体
的
に
し
て
い
く
こ
と
。
新
採

の
配
属
先
の
職
場
・
分
会
は
全
て
招
集
し

議
論
し
連
絡
を
密
に
し
て
連
携
を
図
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。

分
会
だ
け
で
な
く
関
係
職
協
も
含
め
た

取
り
組
み
を
進
め
る
。
し
っ
か
り
し
た
分

会
組
織
の
存
続
を
考
え
て
取
り
組
む
。
活

気
を
持
た
せ
る
に
は
今
の
組
織
体
制
を
守
っ

て
い
く
こ
と
。

ト
キ
め
き
鉄
道
で
分
会
を
結
成
し
て
活

発
な
運
動
を
取
り
組
む
。
プ
ロ
パ
ー
を
国

労
加
入
し
て
い
け
る
の
か
？
ト
キ
め
き
鉄

道
に
組
合
を
つ
く
れ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

３
月
も
中
旬
に
な
り
暖
か
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
春
闘
行
動
は
中
央
・
地
方
と
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
月
９
日
に
国
労
中
央
行
動
が
取
り
組

ま
れ
、
新
潟
で
も
３
月
６
日
に
春
闘
総
決

起
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
記
事

は
、
次
回
の
「
国
鉄
新
潟
」
に
記
載
し
ま

す
。こ

れ
か
ら
春
闘
行
動
な
ど
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
４
月
に
、
県
民
集
会
・
５
月
に

ダ
ン
プ
・
ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
・
国
労
本

部
の
組
織
強
化
・
拡
大
経
験
交
流
集
会
が

５
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
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今年も「ダンプ・トラックパレード」

が実施されます。パレードは西区の近

鉄レックスをスタートし古町十字路な

ど新潟市中心部を回ります。多くの組

合員の参加をお願いします。

古町十字路では、街頭宣伝行動も計

画されています。


